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八
、
郎
中
令
・
光
祿
勳

原
文

　
郎
中
令
、
秦
官
（
1
）。
掌
宮
殿
掖
門
戸
（
2
）。
有
丞
（
3
）。
武

帝
太
初
元
年
、
更
名
光
祿
勳
（
4
）。
屬
官
有
大
夫
・
郎
・
謁
者
、
皆

秦
官
（
5
）。
又
期
門
・
羽
林
皆
屬
焉
（
6
）。
大
夫
掌
論
議
（
7
）、

有
太
中
大
夫
（
8
）・
中
大
夫
・
諫
大
夫
（
9
）、
皆
無
員
、
多
至
數
十

人
（
10
）。
武
帝
元
狩
五
年
、
初
置
諫
大
夫
、
秩
比
八
百
石
（
11
）。
太

初
元
年
、
更
名
中
大
夫
爲
光
祿
大
夫
、
秩
比
二
千
石
（
12
）。
太
中
大

夫
、
秩
比
千
石
（
13
）
如
故
（
14
）。
郎
掌
守
門
戸
、
出
充
車
騎
（
15
）。

有
議
郎
・
中
郎
・
侍
郎
・
郎
中
、
皆
無
員
、
多
至
千
人
。
議
郎
・
中
郎
、

秩
比
六
百
石
。
侍
郎
、
比
四
百
石
。
郎
中
、
比
三
百
石
（
16
）。
中
郎

有
五
官
・
左
・
右
三
將
、
秩
皆
比
二
千
石
（
17
）。
郎
中
有
車
・
戸
・

騎
三
將
（
18
）、
秩
皆
比
千
石
。
謁
者
掌
賓
讚
受
事
。
員
七
十
人
、
秩

比
六
百
石
。
有
僕
射
（
19
）、
秩
比
千
石
。
期
門
掌
執
兵

從
。
武
帝

建
元
三
年
、
初
置
。
比
郎
、
無
員
、
多
至
千
人
（
20
）。
有
僕
射
、
秩

比
千
石
（
21
）。
平
帝
元
始
元
年
、
更
名
虎
賁
郎
（
22
）、
置
中
郎
將
、

秩
比
二
千
石
（
23
）。
羽
林
掌

從
、
次
期
門
。
武
帝
太
初
元
年
、
初

置
（
24
）、
名
曰
建
章
營
騎
（
25
）、
後
更
名
羽
林
騎
（
26
）。
又
取
從

軍
死
事
之
子
孫
、
養
羽
林
、
官
教
以
五
兵
、
號
曰
羽
林
孤
兒
（
27
）。

羽
林
有
令
・
丞
（
28
）。
宣
帝
、
令
中
郎
將
・
騎
都
尉
監
羽
林
、
秩
比

二
千
石
（
29
）。
僕
射
（
30
）、
秦
官
（
31
）。
自
侍
中
、
尚
書
・
博
士
・

郎
皆
有
（
32
）。
古
者
重
武
、官
有
主
射
以
督
課
之
（
33
）。
軍
屯
吏
・
騶
・

宰
・
永
巷
宮
人
皆
有
、
取
其
領
事
之
號
（
34
）。

訓
読

　

郎
中
令
は
、
秦
官
な
り
（
1
）。
宮
殿
の
掖
門
戸
を
掌
る
（
2
）。
丞

有
り
（
3
）。
武
帝
太
初
元
年
、
名
を
光
禄
勲
と
更
む
（
4
）。
属
官
に

大
夫
・
郎
・
謁
者
有
り
、
皆
な
秦
官
な
り
（
5
）。
又
た
期
門
・
羽
林

は
皆
な
焉こ
れ

に
属
す
（
6
）。
大
夫
は
論
議
を
掌
り
（
7
）、
太
中
大
夫

（
8
）・
中
大
夫
・
諌
大
夫
有
り
（
9
）、
皆
な
員
無
く
、
多
き
は
数
十

人
に
至
る
（
10
）。
武
帝
元
狩
五
年
、
初
め
て
諌
大
夫
を
置
き
、
秩
は

　『
漢
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二

比
八
百
石
（
11
）。
太
初
元
年
、
名
を
更
め
て
中
大
夫
を
光
禄
大
夫
と

為
し
、
秩
は
比
二
千
石
（
12
）。
太
中
大
夫
、
秩
は
比
千
石
（
13
）、
故

の
如
し
（
14
）。
郎
は
門
戸
を
守
る
を
掌
り
、
出
ず
る
に
車
騎
に
充
て

ら
る
（
15
）。
議
郎
・
中
郎
・
侍
郎
・
郎
中
有
り
、
皆
な
員
無
く
、
多

き
は
千
人
に
至
る
。
議
郎
・
中
郎
、
秩
は
比
六
百
石
。
侍
郎
は
比
四
百

石
。
郎
中
は
比
三
百
石
（
16
）。
中
郎
に
五
官
・
左
・
右
の
三
将
有
り
、

秩
は
皆
な
比
二
千
石
（
17
）。
郎
中
に
車
・
戸
・
騎
の
三
将
有
り
（
18
）、

秩
は
皆
な
比
千
石
。
謁
者
は
賓
讃
受
事
を
掌
る
。
員
は
七
十
人
、
秩
は

比
六
百
石
。僕
射
有
り（
19
）、秩
は
比
千
石
。期
門
は
執
兵
送
従
を
掌
る
。

武
帝
建
元
三
年
、
初
め
て
置
く
。
郎
に
比
し
て
、
員
無
く
、
多
き
は
千

人
に
至
る
（
20
）。
僕
射
有
り
、秩
は
比
千
石
（
21
）。
平
帝
元
始
元
年
、

名
を
虎
賁
郎
と
更
め
（
22
）、
中
郎
将
を
置
き
、
秩
は
比
二
千
石
（
23
）。

羽
林
は
送
従
を
掌
り
、
期
門
に
次
ぐ
。
武
帝
太
初
元
年
、
初
め
て
置
き

（
24
）、
名
づ
け
て
建
章
営
騎
と
曰
い
（
25
）、
後
に
名
を
羽
林
騎
と
更

む
（
26
）。
又
た
従
軍
死
事
の
子
孫
を
取
り
て
、
羽
林
に
養
い
、
官
は

教
う
る
に
五
兵
を
以
て
し
、
号
し
て
羽
林
孤
児
と
曰
う
（
27
）。
羽
林

に
令
・
丞
有
り
（
28
）。
宣
帝
は
中
郎
将
・
騎
都
尉
を
し
て
羽
林
を
監

せ
し
め
、
秩
は
比
二
千
石
（
29
）。
僕
射
は
（
30
）、
秦
官
な
り
（
31
）。

侍
中
自
り
、
尚
書
・
博
士
・
郎
ま
で
皆
な
有
り
（
32
）。
古
は
武
を
重

ん
ず
れ
ば
、官
ご
と
に
主
射
有
り
て
以
て
之
を
督
課
す（
33
）。
軍
屯
吏
・

騶
・
宰
・
永
巷
宮
人
に
皆
な
有
り
て
、
其
の
領
事
の
号
を
取
る
（
34
）。

現
代
語
訳

　

郎
中
令
は
、
秦
官
で
あ
る
（
1
）。
宮
殿
の
掖
門
戸
を
掌
る
（
2
）。

丞
が
あ
る
（
3
）。
武
帝
太
初
元
年
（
前
一
〇
四
）
に
、
光
禄
勲
と
改

名
し
た
（
4
）。

　

属
官
に
は
大
夫
・
郎
・
謁
者
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
秦
官
で
あ
る
（
５
）。

ま
た
期
門
・
羽
林
も
い
ず
れ
も
こ
れ
に
所
属
し
て
い
た
（
6
）。

　

大
夫
は
論
議
を
掌
り
（
7
）、
太
中
大
夫
（
8
）・
中
大
夫
・
諌
大

夫
が
あ
り
（
9
）、
い
ず
れ
も
定
員
が
無
く
、
多
い
と
き
に
は
数
十
人

に
も
の
ぼ
っ
た
（
10
）。
武
帝
元
狩
五
年
（
前
一
一
八
）、
初
め
て
諌

大
夫
を
置
き
、
官
秩
は
比
八
百
石
と
し
た
（
11
）。
太
初
元
年
（
前

一
〇
四
）、
官
名
を
改
め
て
中
大
夫
を
光
禄
大
夫
と
し
、
官
秩
は
比

二
千
石
と
し
た
（
12
）。
太
中
大
夫
は
、
官
秩
は
比
千
石
で
（
13
）
従

来
の
ま
ま
で
あ
っ
た
（
14
）。

　

郎
は
宮
殿
の
門
戸
を
守
る
こ
と
を
掌
り
、
皇
帝
が
外
出
す
る
と
き
に

は
警
備
の
車
騎
に
あ
て
ら
れ
る
（
15
）。
議
郎
・
中
郎
・
侍
郎
・
郎
中

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
定
員
が
無
く
、
多
い
と
き
に
は
千
人
に
も
の
ぼ
っ

た
。
議
郎
・
中
郎
は
、
官
秩
は
比
六
百
石
。
侍
郎
は
、
比
四
百
石
。
郎

中
は
、
比
三
百
石
（
16
）。
中
郎
に
は
統
率
者
と
し
て
五
官
中
郎
将
・

左
中
郎
将
・
右
中
郎
将
の
三
中
郎
将
が
あ
り
、
官
秩
は
い
ず
れ
も
比

二
千
石
（
17
）。
郎
中
に
は
統
率
者
と
し
て
郎
中
車
将
・
郎
中
戸
将
・

郎
中
騎
将
の
三
郎
中
将
が
あ
り
（
18
）、
官
秩
は
い
ず
れ
も
比
千
石
。

　

謁
者
は
賓
客
の
介
添
え
と
取
り
次
ぎ
を
掌
る
。
定
員
は
七
十
人
、
官

秩
は
比
六
百
石
。
謁
者
僕
射
が
あ
り
（
19
）、
官
秩
は
比
千
石
。



三

　

期
門
は
武
装
し
て
皇
帝
を
護
衛
し
、
随
従
す
る
こ
と
を
掌
る
。
武
帝

建
元
三
年
（
前
一
三
八
）
に
初
め
て
置
か
れ
た
。
郎
に
準
じ
て
お
り
、

定
員
が
無
く
、
多
い
と
き
に
は
千
人
に
も
の
ぼ
っ
た
（
20
）。
期
門
僕

射
が
あ
り
、
官
秩
は
比
千
石
（
20
）。
平
帝
元
始
元
年
（
後
一
）
に
虎

賁
郎
と
改
名
し
（
22
）、
虎
賁
中
郎
将
を
置
き
、
官
秩
は
比
二
千
石
と

し
た
（
23
）。

　

羽
林
は
皇
帝
を
護
衛
し
、
随
従
す
る
こ
と
を
掌
り
、
期
門
に
次
ぐ
。

武
帝
太
初
元
年
（
前
一
〇
四
）
に
初
め
て
置
か
れ
（
24
）、
建
章
営
騎

と
名
づ
け
（
25
）、
後
に
羽
林
騎
と
改
名
し
た
（
26
）。
ま
た
従
軍
し
て

戦
死
し
た
者
の
子
孫
を
引
き
取
り
、
羽
林
に
お
い
て
養
育
し
、
官
が
五

種
の
武
器
の
使
用
法
を
教
え
て
、
こ
れ
を
羽
林
孤
児
と
呼
ん
だ
（
27
）。

羽
林
に
は
令
・
丞
が
あ
っ
た
（
28
）。
宣
帝
は
中
郎
将
・
騎
都
尉
に
羽

林
を
監
督
さ
せ
、
官
秩
は
比
二
千
石
で
あ
っ
た
（
29
）。

　

僕
射
は
（
30
）、
秦
官
で
あ
る
（
31
）。
侍
中
か
ら
、
尚
書
・
博
士
・

郎
ま
で
い
ず
れ
も
僕
射
が
あ
る
（
32
）。
古
は
武
を
重
ん
じ
た
の
で
、

官
職
ご
と
に
弓
射
の
責
任
者
が
い
て
武
事
を
監
督
し
考
課
し
た
（
33
）。

軍
屯
吏
・
騶
・
宰
・
永
巷
宮
人
も
い
ず
れ
も
僕
射
が
あ
り
、
監
督
対
象

の
官
名
を
冠
し
た
（
34
）。

注
釈

（
1)�
注　

臣
瓉
が
い
う
。
郎
内
の
諸
官
を
掌
る
の
で
、
郎
中
令
と
い

う
。

　
　

��

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。『
史
記
』
巻
六
・
秦
始
皇
本
紀
の
二
世

郎
中
令
（
光
祿
勳
）

丞太
中
大
夫

中
大
夫
（
光
祿
大
夫
）

 
 

　
　
　
　
　
　
　大
夫
と
総
称

諫
大
夫

〔
中
散
大
夫
〕

 

議
郎

五
官
中
郎
将 

中
郎〔
五
官
中
郎
〕

左
中
郎
将 

中
郎〔
左
中
郎
〕

 
 

　
　
　
　
　
　
　郎

と
総
称

右
中
郎
将 

中
郎〔
右
中
郎
〕

 

侍
郎

郎
中
車
将 

郎
中〔
車
郎
〕

郎
中
戸
将 

郎
中〔
戸
郎
〕

郎
中
騎
将 

郎
中〔
騎
郎
〕

謁
者
僕
射 

謁
者

虎
賁
中
郎
将 

期
門
僕
射（
虎
賁
僕
射
）―
期
門

 
 
 

（
虎
賁
郎
）

羽
林
中
郎
将

 

羽
林
令
・
丞
―
建
章
営
騎

騎
都
尉 

 
 

（
羽
林
騎
）

※

こ
の
統
属
表
は
百
官
表
本
文
の
記
述
を
元
に
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
前
漢
代
を
通
じ
て
の
変
化
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　〔

　
　〕
は
補
注
に
よ
り
補
っ
て
い
る
。



四

元
年
（
前
二
〇
九
）
に
は
「
趙
高
が
郎
中
令
と
な
っ
た
」
と
あ
る
。

秦
始
皇
本
紀
の
後
段
に
は
も
う
一
人
郎
中
令
が
見
え
て
お
り
、『
史

記
』
集
解
で
徐
広
は
「
趙
成
で
あ
る
」
と
い
う
。

　
　

�　

銭
大
昭
が
い
う
。
宋
・
括
蒼
の
鮑
彪
は
『
戦
国
策
』
韓
策
三
の

注
に
お
い
て
郎
は
廊
と
同
義
で
あ
る
と
い
う
。『
戦
国
策
』
衛
策

に
「
梧
下
先
生
が
魏
王
に
目
通
り
し
た
時
に
、
趨
り
出
で
て
郎
門

に
至
っ
て
引
き
返
し
た
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
郎
門
と
は
、
つ

ま
り
郎
（
廊
）
の
門
で
あ
る
。
ま
た
同
書
秦
策
上
に
は
「
段
産
が

秦
の
新
城
君
に
言
う
に
は
「
今
、
私
は
郎
中
に
居
り
ま
す
が
、
あ

な
た
の
こ
と
を
王
に
悪
く
言
っ
た
り
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
し
か
し

他
人
が
私
の
こ
と
を
あ
な
た
に
悪
く
言
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

も
出
来
ま
せ
ん
」」
と
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
つ
ま
り
秦
の
昭
王

の
時
に
は
、
す
で
に
郎
中
と
い
う
名
称
が
あ
り
、
そ
の
職
は
こ
の

と
き
す
で
に
王
に
親
近
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
以
上
は
、元
・

方
回
『
続
古
今
攷
』
巻
一
〇
か
ら
の
引
用
）。
考
え
る
に
、
鮑
彪

の
説
は
正
し
い
。『
周
礼
』
大
司
馬
の
鄭
玄
注
は
『
司
馬
法
』
を

引
用
し
て
「
鼓
の
音
は
閶
を
越
え
ず
、
鼙
の
音
は
闒
を
越
え
ず
、

鐸
の
音
は
琅
を
越
え
な
い
」
と
言
う
。
琅
は
つ
ま
り
郎
（
廊
）
で

あ
り
、
仮
借
字
で
あ
る
。
巻
五
六
・
董
仲
舒
伝
に
は
「
巌
郎
の
上

に
游
ぶ
」
と
あ
り
、
注
で
晋
灼
は
「
堂
の
端
の
廡
で
あ
る
、
巌
郎

と
は
巌
峻
な
郎（
廊
）で
あ
る
」と
言
う
。『
説
文
解
字
』で
は「
廊
」

字
は
宋
・
徐
鉉
の
増
補
し
た
「
新
附
字
」
の
中
に
あ
る
。
古
に
は

（「
廊
」
字
を
用
い
ず
）
皆
な
「
郎
」
字
を
用
い
た
の
で
あ
る
（『
漢

書
辨
疑
』
巻
九
）。

　
　

� �

考
証　

補
注
に
引
く
銭
大
昭
の
説
は
、
郎
中
の
「
郎
」
字
は
回
廊

の
意
だ
と
い
う
こ
と
で
、
郎
中
と
い
う
官
名
は
回
廊
に
控
え
て
い

た
こ
と
に
由
来
す
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
巻
五
七
上
・
司

馬
相
如
伝
上
の
注
で
顔
師
古
は
「
廊
と
は
殿
堂
の
周
囲
を
取
り
巻

く
建
物
で
あ
る
」
と
注
釈
す
る
。

（
2)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
二
に
は
「
宮
殿
の
門
戸
に
宿
衛

し
、
署
郎
が
交
替
で
当
直
し
て
執
戟
し
て
門
戸
に
宿
衛
す
る
を
典

謁
し
、
そ
の
徳
行
を
考
査
し
て
昇
進
・
降
格
さ
せ
る
こ
と
を
掌
る
。

郊
祀
の
儀
式
進
行
に
際
し
て
は
、
三
献
を
掌
る
」
と
あ
る
。
後
漢

で
は
一
人
。

　
　

� �

考
証　

掖
門
に
つ
い
て
は
、
巻
三
・
高
后
紀
の
呂
后
八
年
（
前

一
八
〇
）
条
で
顔
師
古
が
「
正
門
で
は
な
く
両
傍
に
あ
る
門
で
、

人
の
両
腋
（
掖
）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
な
お
［
佐

原
康
夫 

二
〇
〇
二
］
に
よ
れ
ば
、
宮
中
の
正
門
警
備
は
衛
尉
の

管
轄
で
あ
り
、
光
祿
勳
が
警
備
す
る
掖
門
は
天
子
に
直
結
し
た
名

誉
あ
る
門
で
あ
り
、
天
子
の
最
も
信
頼
す
る
郎
官
の
親
衛
隊
に
よ

っ
て
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
　

�　
「
三
献
」
と
は
、
祭
祀
の
式
次
第
の
一
環
と
し
て
神
に
対
し
て

三
た
び
酒
を
酌
ん
で
供
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
三
番
目
に
酒
を

酌
ん
で
供
え
る
所
作
の
こ
と
を
い
う
。
百
官
志
一
に
よ
れ
ば
後
漢

の
郊
祀
儀
礼
に
お
い
て
は
太
尉
が
「
亜
献
」（
二
番
目
に
酒
を
酌

ん
で
供
え
る
こ
と
）
を
行
う
と
あ
る
。
最
初
に
酒
を
酌
ん
で
供
え



五

る
の
は
儀
礼
の
主
催
者
で
あ
る
皇
帝
で
あ
ろ
う
。

（
3)�
補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
二
に
は
後
漢
で
は「
丞
は
一
人
、

官
秩
は
比
千
石
」
と
あ
る
。

（
4)�

注　

応
劭
が
い
う
。
光
と
は
明
、
禄
と
は
爵
、
勲
と
は
功
の
意

で
あ
る
。

　
　�

　
如
淳
が
い
う
。
胡
公
（
胡
広
）
は
「
勲
の
発
音
は
閽
で
あ
り
、

両
字
は
意
味
が
通
じ
る
。
閽
と
は
、
古
の
門
を
掌
る
官
で
あ
る
。

光
禄
は
宮
門
を
掌
る
」
と
言
う
。

　
　
　
顔
師
古
が
い
う
。
応
劭
の
説
が
正
し
い
。

　
　

�

補
注　

何
焯
が
い
う
。
如
淳
の
説
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
勲
の
読

み
は
閽
で
あ
る
。
福
建
地
方
で
は
、
今
も
な
お
こ
の
音
が
あ
る
。

後
段
に
「
中
大
夫
を
改
称
し
て
光
禄
大
夫
と
す
る
」
と
あ
る
の

も
、
宮
門
内
に
居
る
か
ら
で
あ
る
（
以
上
、『
義
門
読
書
記
』
巻

十
六
）。

　
　�

　
周
寿
昌
が
い
う
。『
玉
海
』
巻
一
二
三
は
如
淳
の
注
を
引
用
し

て「
郎
中
令
の
府
は
宮
中
に
在
り
」と
す
る（
以
上
、『
漢
書
注
校
補
』

巻
十
一
）。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
胡
公
と
は
胡
広
の
こ
と
で
あ
る
。
巻
九
九
中
・

王
莽
伝
中
に
は
「
光
禄
勲
を
改
名
し
て
司
中
と
す
る
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

如
淳
の
注
に
引
く
胡
広
の
説
は
原
文
で
は
「
勲
之
言
閽
也
」

と
あ
り
、「
言
」
と
は
音
も
意
味
も
同
じ
こ
と
を
表
す
。
光
禄
勲

と
い
う
官
名
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
米
田
健
志
は
応
劭

と
如
淳
（
胡
広
）
の
両
説
を
折
衷
し
て
、
光
＝
明
、
禄
＝
爵
、
勲

＝
閽
と
解
釈
し
、
光
禄
勲
と
い
う
官
名
の
う
ち
、
光
禄
は
官
僚
予

備
員
で
あ
る
大
夫
・
郎
を
序
列
化
す
る
機
能
を
表
し
、
勲
は
宮
殿

警
護
を
掌
る
官
署
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
解
釈
で
き
る
と
す
る

［
米
田
健
志 

一
九
九
八
］。

（
5)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
大
夫
は
『
史
記
』
巻
五
・
秦
本
紀
に
見

え
る
。
郎
・
謁
者
は
い
ず
れ
も
『
史
記
』
巻
六
・
秦
始
皇
本
紀
に

見
え
る
。
謁
者
は
『
史
記
』
巻
七
九
・
范
雎
伝
に
も
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　

本
文
で
い
う
「
大
夫
」
は
官
職
名
だ
が
、
本
来
は
周
代

以
来
の
「
公
・
卿
・
大
夫
・
士
・
庶
人
」
と
い
う
身
分
制
に
お
け

る
一
つ
の
身
分
の
呼
称
で
あ
っ
た
。
や
が
て
大
夫
の
身
分
に
あ

る
も
の
が
、
一
定
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
で
、
大
夫
を
官
職

名
と
し
て
も
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
［
米
田
健
志 

一
九
九
八
］。
郎
中
令
属
官
の
大
夫
に
は
太
中
大
夫
・
中
大
夫
・

諫
大
夫
と
後
の
注
（
14
）
補
注
に
出
て
く
る
中
散
大
夫
が
確
認
で

き
る
。

（
6)�

注　

服
虔
が
い
う
。（
武
帝
と
）
と
も
に
宮
門・

の
下
で
期・

（
待

ち
合
わ
せ
）
し
て
お
忍
び
で
出
か
け
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ

て
後
に
こ
の
官
に
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　
　�

　
顔
師
古
が
い
う
。
羽
林
も
ま
た
宿
衛
の
官
で
あ
り
、
鳥
の
羽
の

よ
う
に
素
速
く
、
林
の
木
々
の
よ
う
に
多
い
こ
と
を
表
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
一
説
に
は
、
羽
と
は
王
者
の
羽
翼
で
あ
る
か
ら
と
い

う
。

　
　

� �

考
証　

期
門
（
虎
賁
）・
羽
林
は
、
郎
官
と
と
も
に
宮
殿
内
外
に
お



六

け
る
宿
衛
侍
従
に
当
た
っ
た
官
で
あ
る
［
浜
口
重
国　

一
九
六
六

ａ
］。

（
7)�
補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
官
本
は
こ
こ
で
改
行
し
て
い
な
い
。
大

夫
も
郎
中
令
の
属
官
で
あ
り
、
改
行
し
な
い
の
が
正
し
い
。
百
官

志
二
に
は
「
お
よ
そ
大
夫
・
議
郎
は
、
い
ず
れ
も
諮
問
に
答
え
る

こ
と
を
職
務
と
し
、
定
ま
っ
た
職
務
は
無
く
、
た
だ
皇
帝
の
詔
命

に
よ
っ
て
使
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　
「
論
議
を
掌
る
」
と
は
、
皇
帝
の
諮
問
に
応
え
る
な
ど

ブ
レ
ー
ン
と
し
て
の
役
割
を
指
す
の
だ
と
い
う
［
米
田
健
志 

一
九
九
八
］。

（
8)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
太
中
大
夫
の
例
は
、
郊
祀
志
・
律
暦

志･

賈
誼
伝･

疏
広
伝･

李
広
伝･

衛
青
伝･
張
湯
伝･

東
方
朔
伝･

霍

光
伝･

平
当
伝･

龔
勝
伝･

劉
輔
伝･

劉
徳
伝･
劉
向
伝･

劉
歆
伝･

夏

侯
勝
伝･

孔
光
伝･

王
商
伝･

谷
永
伝･

王
嘉
伝･

石
奮
伝･
周
仁
伝･

張
敞
伝･

蓋
寛
饒
伝･

文
三
王
伝･

宣
元
六
王
伝･

翟
方
進
伝･
申
屠

嘉
伝･

陸
賈
伝･

儒
林
伝･

佞
幸
伝･

西
南
夷
両
粤
伝･

外
戚
伝
に
見

え
る
。

（
9)� �

考
証　
『
北
堂
書
鈔
』巻
五
六
に
引
用
す
る
韋
昭『
弁
釈
名
』に「
太

中
大
夫
は
、
宮
中
に
あ
っ
て
最
も
地
位
の
高
い
も
の
で
あ
る
」
と

あ
る
よ
う
に
、中
大
夫
の「
中
」は
、上
中
下
の「
中
」で
は
な
く
、「
宮

中
」
を
意
味
す
る
。
ま
た
太
中
大
夫
の
「
太
」
は
、
中
大
夫
よ
り

も
高
位
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
10)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。『
呂
氏
春
秋
』
知
度
篇
に
は 

（
晋
の
）

趙
襄
子
は
膽
・
胥
已
を
中
大
夫
と
し
た
と
あ
り
、（『
史
記
』
巻

七
九
・
范
睢
列
伝
に
よ
れ
ば
）
魏
に
は
中
大
夫
須
賈
が
い
た
。
こ

れ
ら
は
戦
国
時
代
の
官
で
あ
る
。
漢
の
中
大
夫
の
例
は
、
郊
祀

志･

溝
洫
志･

張
耳
伝･

曹
参
伝･

朱
建
伝･

灌
嬰
伝･

直
不
疑
伝･

鼂

錯
伝･

張
釈
之
伝･

汲
黯
伝･

田
蚡
伝･

董
仲
舒
伝･

児
寛
伝･

厳
助

伝･

朱
買
臣
伝･

吾
丘
寿
王
伝･

主
父
偃
伝･

酷
吏
伝･

游
侠
伝･

佞

幸
伝･

匈
奴
伝･

両
粤
伝･

王
莽
伝･

敘
伝
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　

王
先
謙
の
挙
げ
た
も
の
の
中
、
叙
伝
に
は
中
大
夫
の
例
は

見
え
な
い
。

（
11)�

補
注　

銭
大
昭
が
い
う
。
荀
悦
『
漢
紀
』
巻
五
・
恵
帝
六
年
（
前

一
八
九
）
条
に
は
「（
諌
議
大
夫
）
秩
は
比
六
百
石
」
と
あ
る
（
以

上
、『
漢
書
辨
疑
』
巻
九
）。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
諌
大
夫
の
例
は
、
芸
文
志･

溝
洫
志･

劉
向

伝･

薛
広
徳
伝･

王
褒
伝･

王
吉
伝･

貢
禹
伝･

楊
敞
伝･

龔
勝
伝･

鮑

宣
伝･

韋
玄
成
伝･

張
安
世
伝･

杜
延
年
伝･

魏
相
伝･

夏
侯
勝
伝･

彭
宣
伝･

翼
奉
伝･

韓
延
寿
伝･

王
尊
伝･

王
章
伝･

蓋
寛
饒
伝･

劉
輔

伝･

孫
宝
伝･

毋
将
隆
伝･

終
軍
伝･

蕭
望
之
伝･

馮
参
伝･

宣
元
六
王

伝･

孔
光
伝･

朱
博
伝･

何
武
伝･

王
嘉
伝･

云
敞
伝･

甘
延
寿
伝･

儒

林
伝･

循
吏
伝･

游
侠
伝･

佞
幸
伝･

南
越
伝･

外
戚
伝･

元
后
伝･

王

莽
伝･

敘
伝
に
見
え
る
。
百
官
志
二
に
は
後
漢
で
は
「
諌
議
大
夫
、

六
百
石
。
定
員
無
し
」
と
あ
る
。『
初
学
記
』
巻
一
二
・
職
官
部
下
・

諌
議
大
夫
条
に
引
く
『
斉
職
儀
』
に
は
「
光
武
帝
が
議
の
字
を
加

え
た
」
と
あ
り
、
だ
と
す
れ
ば
後
漢
の
諌
議
大
夫
と
は
、
つ
ま
り



七

前
漢
の
諌
大
夫
の
こ
と
と
な
る
。

　
　

� �
考
証　

諫
大
夫
の
新
設
に
は
、武
帝
の
儒
学
振
興
政
策
と
関
連
し
て
、

儒
学
を
修
め
た
者
を
大
夫
と
し
て
任
用
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
諫
大
夫
の
任
用
に
つ
い
て
『
初
学
記
』
巻

一
二
に
引
く
『
斉
職
儀
』
に
は
武
帝
期
の
話
と
し
て
「
優
れ
た
儒

者
や
有
徳
の
者
を
任
用
し
た
」と
あ
り
、『
漢
旧
儀
』に
は「
明
経
科
」

か
ら
採
用
し
た
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
［
米
田
健
志　

一
九
九
八
］。

　
　

�　

ま
た
、
巻
一
〇
・
成
帝
紀
の
陽
朔
二
年
（
前
二
三
）
五
月
の
条

と
そ
の
注
に
引
く
李
奇
の
言
に
よ
る
と
、
八
百
石
の
官
秩
を
六
百

石
へ
と
整
理
統
合
し
た
た
め
、
諫
大
夫
の
官
秩
も
こ
の
時
に
、
比

八
百
石
か
ら
比
六
百
石
へ
と
変
更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

�　
『
斉
職
儀
』
は
『
隋
書
』
巻
三
三
・
経
籍
志
二
に
、
南
朝
斉
の

王
珪
之
の
撰
、
五
十
巻
と
あ
る
。

 

（
12)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
光
禄
大
夫
の
例
は
、
溝
洫
志･
芸
文
志･

韓
王
信
伝･

武
五
子
伝･

于
定
国
伝･

薛
広
徳
伝･

平
当
伝･
楚
元
王

伝･

常
恵
伝･

傅
介
子
伝･

夏
侯
勝
伝･

李
広
利
伝･

息
夫
躬
伝･
張

騫
伝･

張
安
世
伝･

霍
光
伝･

金
日
磾
伝･

韋
賢
伝･

蔡
義
伝･

貢
禹

伝･

趙
充
国
伝･

京
房
伝･

魏
相
伝･

丙
吉
伝･

張
敞
伝･

王
尊
伝･

諸

葛
豊
伝･

孫
宝
伝･

蕭
望
之
伝･

蕭
育
伝･

馮
奉
世
伝･

段
会
宗
伝･

辛
慶
忌
伝･

彭
宣
伝･

龔
勝
伝･

翼
奉
伝･

鄭
崇
伝･

匡
衡
伝･

張
禹

伝･

王
商
伝･

史
丹
伝･

傅
喜
伝･

孔
光
伝･

朱
博
伝･

陳
咸
伝･

翟
方

進
伝･

王
嘉
伝･

谷
永
伝･

師
丹
伝･

儒
林
伝･

酷
吏
伝･

佞
幸
伝･

匈

奴
伝･

西
域
伝･

外
戚
伝･

元
后
伝･

王
莽
伝･

叙
伝
に
見
え
る
。
百

官
志
二
に
は
「
お
よ
そ
王
国
の
嗣
子
の
葬
儀
に
お
い
て
は
、
光

禄
大
夫
が
弔
問
を
掌
る
」
と
あ
る
。
後
漢
で
は
定
員
無
し
。

　
　

� �

考
証　

中
大
夫
の
光
禄
大
夫
へ
の
改
名
は
、
郎
中
令
の
光
禄
勳
へ

の
改
名
と
同
時
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
13)�

補
注　

銭
大
昭
が
い
う
。
荀
悦
『
漢
紀
』
巻
五
・
恵
帝
六
年
（
前

一
八
九
）
条
に
は
「
太
中
大
夫
、秩
は
比
二
千
石
」
と
あ
る
（
以
上
、

『
漢
書
辨
疑
』
巻
九
）。

　
　
　
王
先
謙
が
い
う
。「
比
二
千
石
」は
荀
悦『
漢
紀
』の
誤
り
で
あ
る
。

（
14)�

補
注　

劉
攽
が
い
う
。
こ
こ
に
「
太
中
大
夫
は
官
秩
は
比
千
石
で

従
来
の
ま
ま
で
あ
っ
た
」
と
言
う
の
は
、
つ
ま
り
中
大
夫
は
従
来

は
太
中
大
夫
よ
り
も
官
秩
が
少
な
く
、
そ
の
官
秩
は
二
千
石
も
無

か
っ
た
。
故
に
「
官
名
を
改
め
て
中
大
夫
を
光
禄
大
夫
と
し
、
官

秩
は
比
二
千
石
と
し
た
。
太
中
大
夫
は
官
秩
は
比
千
石
」
と
言
う

の
で
あ
る
（
以
上
、『
官
本
攷
證
』）。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
二
に
は
後
漢
で
は
「
太
中
大
夫
は
官

秩
は
千
石
。
定
員
無
し
」
と
あ
る
。
ま
た
同
書
に
は
「
中
散
大
夫

は
、
官
秩
は
六
百
石
。
定
員
無
し
」
と
あ
る
。
考
え
る
に
蕭
由
が

中
散
大
夫
と
な
っ
た
こ
と
が
巻
七
八
・
蕭
望
之
伝
に
見
え
て
お
り
、

こ
れ
は
前
漢
に
す
で
に
中
散
大
夫
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
百
官
表
本
文
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
。

　
　

� �
考
証　

劉
攽
が
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
は
秩
比
千
石
の
太

中
大
夫
よ
り
も
下
位
に
中
大
夫
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
中

大
夫
が
光
禄
大
夫
と
改
名
さ
れ
る
と
同
時
に
秩
が
比
二
千
石
と
な



八

り
、
そ
の
結
果
、
太
中
大
夫
と
光
禄
大
夫
の
地
位
が
逆
転
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
15)�
補
注　

銭
大
昕
が
い
う
。『
漢
書
』
の
本
紀
・
列
伝
に
お
い
て
郎

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、す
べ
て
宿
衛
を
す
る
郎
を
指
し
て
お
り
、

尚
書
郎
で
は
な
い
。
五
官
・
左
・
右
中
郎
将
に
分
属
し
て
い
る
た

め
に
、
三
署
郎
と
も
呼
ぶ
。
三
署
と
は
、
五
官
中
郎
が
一
署
、
左

中
郎
が
一
署
、
右
中
郎
が
一
署
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
光
禄
勲
に
よ

っ
て
統
括
さ
れ
て
い
る
。
尚
書
令
・
尚
書
丞
は
、
も
と
も
と
は
少

府
の
属
官
で
あ
っ
た
が
、
武
帝
以
後
に
は
、
や
が
て
枢
機
を
扱
う

要
職
と
な
り
、
成
帝
が
初
め
て
尚
書
の
定
員
四
人
を
置
い
た
が
、

尚
書
郎
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
後
漢

の
初
期
に
は
、
尚
書
郎
は
尚
書
令
史
の
在
任
期
間
の
長
い
者
を
も

っ
て
補
任
し
た
。
光
武
帝
は
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
た
丁
邯
を
尚
書
郎

と
し
た
が
、
邯
は
尚
書
令
史
と
い
う
属
僚
か
ら
昇
進
し
て
き
た
者

と
同
僚
と
な
る
こ
と
を
恥
じ
て
、
病
気
と
称
し
て
職
に
就
か
な
か

っ
た
。
後
に
尚
書
各
部
局
の
郎
の
定
員
は
ま
す
ま
す
増
え
て
、
そ

の
職
責
も
ま
す
ま
す
重
く
な
っ
た
（
以
上
、『
三
史
拾
遺
』）。

　
　

� �

考
証　

銭
大
昕
が
引
用
し
た
後
漢
の
丁
邯
の
話
は
百
官
志
三
の
注

に
引
く
『
決
録
注
』
に
よ
る
。『
決
録
注
』
と
は
、
後
漢
の
趙
岐

が
撰
述
し
た
『
三
輔
決
録
』
に
晋
の
摯
虞
が
注
を
付
し
た
も
の
で
、

後
漢
期
の
三
輔
地
域
の
人
物
の
伝
記
を
ま
と
め
て
い
る
。『
隋
書
』

巻
三
三
・
経
籍
志
二
に
七
巻
と
す
る
が
、
す
で
に
散
逸
し
て
い
る
。

輯
本
に
清
の
張
奭
や
張
澍
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。

　
　

�　

銭
大
昕
は
、
後
漢
で
は
「
郎
」
は
、
尚
書
に
所
属
し
て
文
書
処

理
に
当
た
る
尚
書
郎
な
ど
を
指
す
こ
と
が
多
く
な
る
が
、
前
漢
時

代
に
郎
と
い
え
ば
宮
殿
警
護
官
を
指
す
の
だ
と
い
う
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
前
漢
後
期
以
降
、
宮
殿
警
護
官
で
あ
る
郎
が
尚
書
に

派
遣
さ
れ
て
、
文
書
処
理
に
従
事
す
る
こ
と
が
始
ま
り
、
や
が
て

後
漢
に
い
た
っ
て
尚
書
の
正
式
な
定
員
と
し
て
の
尚
書
郎
が
制

度
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
詳
し
く
は
［
厳
耕
望 

一
九
九
一
ａ
］

を
参
照
。

　
　

�　

郎
に
つ
い
て
は
、［
増
淵
龍
夫 

一
九
九
六
］［
厳
耕
望 

一
九
九
一
ａ
］［
大
庭
脩 

一
九
八
二
ａ
］［
杉
村
伸
二 

二
〇
〇
一
］

が
あ
る
。
増
淵
は
、
戦
国
期
の
官
僚
を
論
ず
る
に
先
だ
ち
漢
代
の

郎
官
を
取
り
あ
げ
、
郎
官
が
天
子
近
従
の
い
わ
ば
私
的
な
家
臣
で

あ
り
、
同
時
に
当
時
の
高
級
官
僚
の
多
く
が
郎
官
の
出
身
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
厳
耕
望
は
郎
官
の
制
度
と
そ
の
変
遷
を
詳
述

し
、
ま
た
そ
の
出
自
と
転
出
先
を
分
析
す
る
。

（
16)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
議
郎
の
例
は
、
芸
文
志･

郊
祀
志･

金
日

磾
伝･

陳
湯
伝･

夏
侯
勝
伝･

王
嘉
伝･

衛
青
伝･

眭
孟
伝･

孔
光
伝･

翟
方
進
伝･

鮑
宣
伝･

孫
宝
伝･

儒
林
伝･

匈
奴
伝･

外
戚
伝･

敘
伝
に

見
え
る
。
中
郎
の
例
は
、
恵
帝
紀･

卜
式
伝･

趙
広
漢
伝･

趙
充
国

伝･

傅
介
子
伝･

常
恵
伝･

劉
向
伝･

汲
黯
伝･

息
夫
躬
伝･

京
房
伝･

蕭
望
之
伝･

主
父
偃
伝･

翟
方
進
伝･

吾
丘
寿
王
伝･

東
方
朔
伝･

翼

奉
伝･
儒
林
伝･

酷
吏
伝･

游
侠
伝･

西
域
伝･

王
莽
伝
に
見
え
る
。

侍
郎
の
例
は
、
律
暦
志･

芸
文
志･

劉
屈
氂
伝･

傅
介
子
伝･

龔
勝



九

伝･

韋
玄
成
伝･

孔
光
伝･

鄭
吉
伝･

辛
慶
忌
伝･

東
方
朔
伝･

儒
林

伝･

西
域
伝
に
見
え
る
。
郎
中
の
例
は
、
恵
帝
紀･

芸
文
志･

樊
噲

伝･
主
父
偃
伝･

楊
惲
伝･

甘
延
寿
伝･

匡
衡
伝･

田
叔
伝･

盧
綰
伝･

劉
沢
伝･
劉
徳
伝･

劉
向
伝･

劉
敬
伝･

袁
盎
伝･

叔
孫
通
伝･

匈
奴

伝
に
見
え
る
。

　
　

�　

百
官
志
二
に
は
「
お
よ
そ
郎
官
は
い
ず
れ
も
交
替
で
当
直
し
、

戟
を
持
っ
て
諸
殿
門
に
宿
衛
す
る
こ
と
を
掌
り
、
皇
帝
が
外
出
す

る
と
き
に
は
警
備
の
車
騎
に
あ
た
る
。
た
だ
議
郎
の
み
は
当
直
を

し
な
か
っ
た
」、
後
漢
で
は
、「
議
郎
は
秩
六
百
石
、
中
郎
は
秩
比

六
百
石
、
侍
郎
は
秩
比
四
百
石
、
郎
中
は
秩
比
二
百
石
で
、
皆
な

定
員
無
し
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

議
郎
と
中
郎
・
侍
郎
・
郎
中
と
は
そ
の
職
掌
が
異
な
る
。

後
者
が
宮
殿
警
護
官
で
あ
る
の
に
対
し
て
、百
官
志
二
に
「
大
夫
・

議
郎
は
皇
帝
の
諮
問
に
応
対
す
る
こ
と
を
掌
り
、
決
ま
っ
た
職
掌

は
な
い
」
と
あ
る
が
、
前
漢
で
も
、
議
郎
は
宮
殿
警
護
に
は
あ
た

ら
ず
、
皇
帝
の
顧
問
官
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

（
17)�

補
注　

沈
欽
韓
が
い
う
。『
戦
国
策
』
斉
策
一
に
は
「
靖
国
君
（
靖

郭
君
の
誤
り
）
が
斉
王
に
「
五
官
に
関
す
る
書
類
は
、
日
々
決
裁

し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
」
と
あ
る
。
五
官
の

語
は
『
管
子
』
に
屡
々
見
え
る
。
こ
れ
が
「
五
官
」
と
い
う
名
称

の
起
源
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る（
以
上
、『
漢
書
疏
証
』巻
四
）。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
五
官
中
郎
将
の
例
は
、
儒
林
伝
・
王
莽
伝
下

に
見
え
る
。
五
官
掾
の
例
は
、
王
尊
伝
に
見
え
る
。
百
官
志
二
に

は
、
後
漢
で
は
「
五
官
中
郎
将
は
一
人
、
五
官
郎
を
主
管
す
る
。

左
中
郎
将
は
左
署
郎
を
主
管
す
る
。
右
中
郎
将
は
右
署
郎
を
主
管

す
る
。
五
官
中
郎
は
、
官
秩
は
比
六
百
石
。
五
官
侍
郎
は
、
官
秩

は
比
四
百
石
。
五
官
郎
中
は
、比
三
百
石
。
定
員
無
し
」
と
あ
る
。

左
・
右
署
の
中
郎
・
侍
郎
・
郎
中
は
先
述
し
た
。
本
表
で
は
（
五

官
中
郎
将
、
左
中
郎
将
、
右
中
郎
将
は
）
た
だ
中
郎
を
所
管
す
る

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
漢
と
後
漢
と
で
は
制
度
が
や
や
異
な
る

か
ら
で
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

官
名
に
お
け
る
「
五
官
」
と
は
、
五
行
思
想
に
も
と
づ
き

木
火
土
金
水
の
全
て
、
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
事
柄
、
そ
し
て
そ
の
総

括
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、そ
こ
か
ら
「
最
も
主
要
な
、

中
心
と
な
る
」
と
い
う
意
味
が
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
［
厳
耕

望 

一
九
九
一
ｂ
］。

　
　

�　

王
先
謙
は
「
五
官
掾
が
王
尊
伝
に
見
え
る
」
と
い
う
が
、
五
官

掾
は
郡
太
守
の
属
官
で
あ
り
、
光
禄
勲
の
属
官
で
あ
る
五
官
中
郎

将
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

　
　
　

な
お
、中
郎
将
に
つ
い
て
は
、 ［
大
庭
脩 

一
九
八
二
ｂ
］が
あ
る
。

（
18)�

注　

如
淳
が
い
う
。
車
を
担
当
す
る
も
の
を
車
郎
と
呼
び
、
門

戸
の
警
護
を
担
当
す
る
も
の
を
戸
郎
と
呼
ぶ
。『
漢
儀
注
』に
は「
郎

中
令
は
郎
中
を
管
理
し
、
左
・
右
車
将
は
左
・
右
車
郎
を
管
理
し
、

左
・
右
戸
将
は
左
・
右
戸
郎
を
管
理
す
る
」
と
あ
る
。

　
　

� �

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
車
郎
の
例
は
、
芸
文
志
に
見
え
る
。
別



一
〇

名
を
輦
郎
と
い
い
、
劉
向
伝
に
見
え
る
。
戸
郎
の
例
は
、
王
嘉
伝

に
見
え
る
。
騎
郎
の
例
は
、
張
釈
之
伝
・
衛
青
伝
・
公
孫
敖
伝
に

見
え
る
。
別
名
を
郎
中
騎
と
い
い
、
高
恵
高
后
文
功
臣
表
に
見
え

る
。
戸
将
の
例
は
、
楊
惲
伝
に
見
え
る
。
郎
中
戸
将
の
例
は
、
蓋

寛
饒
伝
・
儒
林
伝
に
見
え
る
。
郎
中
騎
将
の
例
は
、
樊
噲
伝
に
見

え
る
。
別
名
を
騎
郎
将
と
い
い
、
高
恵
高
后
文
功
臣
表
・
蓋
寛
饒

伝
・
李
広
伝
に
見
え
る
。
郎
中
車
騎
将
の
例
は
、
辛
慶
忌
伝
に
見

え
る
。
百
官
志
二
に
は
後
漢
で
は
「
車
・
戸
・
騎
の
三
将
を
廃
止

し
た
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

騎
郎
の
例
は
公
孫
敖
伝
に
見
え
な
い
が
、衛
青
伝
に
は「
騎

郎
公
孫
敖
」
と
記
さ
れ
る
。

（
19)�

注　

応
劭
が
い
う
。
謁
と
は
請
で
あ
り
、白
（
申
す
）
で
あ
る
。

僕
と
は
主
で
あ
る
。

　
　

� �

補
注　

銭
大
昭
が
い
う
。（『
後
漢
書
』
帝
紀
四
・
和
帝
紀
の
永
元

七
年
条
に
引
く
）
北
魏
・
闞
駰
『
十
三
州
志
』
に
は
「
謁
者
は
秦

官
で
あ
る
。
皆
な
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
た
中
か
ら
五
十
歳
未
満
で
賓

客
の
介
添
え
を
熟
知
す
る
者
を
選
ぶ
。
一
年
経
つ
と
県
令
や
郡
の

長
史
お
よ
び
都
官
府
の
長
史
を
拝
命
す
る
」
と
言
う
（
以
上
、『
漢

書
辨
疑
』
巻
九
）。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
謁
者
の
例
は
、
武
帝
紀･

食
貨
志･

礼
楽
志･

芸
文
志･

英
布
伝･

灌
嬰
伝･

汲
黯
伝･

終
軍
伝･

王
商
伝･

王
嘉
伝･

蕭
何
伝･

周
勃
伝･

蕭
育
伝･

辛
慶
忌
伝･

主
父
偃
伝･

楊
惲
伝･

蕭
望

之
伝･

蕭
由
伝･

匡
衡
伝･

馮
野
王
伝･

江
充
伝･

汲
黯
伝･

循
吏
伝･

佞
幸
伝･

西
域
伝･

外
戚
伝･

王
莽
伝
に
見
え
る
。
謁
者
僕
射
の
例

は
、
毋
将
隆
伝
・
張
釈
之
伝
・
鼂
錯
伝
・
龔
勝
伝
に
見
え
る
。
百

官
志
二
に
は
後
漢
で
は
「
常
侍
謁
者
は
五
人
、官
秩
は
比
六
百
石
。

殿
上
に
お
け
る
時
節
の
威
儀
を
掌
る
（『
漢
官
』
に
は
「
謁
者
は

三
十
人
、
そ
の
う
ち
二
人
は
公
府
掾
で
、
官
秩
は
六
百
石
の
特
使

で
あ
る
」
と
い
う
）。
謁
者
は
三
十
人
。
そ
の
う
ち
給
事
謁
者
は
、

官
秩
は
四
百
石
。
そ
の
う
ち
灌
謁
者
郎
中
は
、
官
秩
は
比
三
百

石
。
賓
客
の
介
添
え
と
取
り
次
ぎ
、
お
よ
び
上
章
報
問
を
掌
る
。

中
郎
将
・
光
禄
大
夫
以
下
の
葬
儀
に
は
、
使
者
と
し
て
弔
問
に
ゆ

く
こ
と
を
掌
る
。
も
と
の
定
員
は
七
十
人
だ
っ
た
が
、
後
漢
以
降

は
三
十
人
だ
け
に
な
っ
た
。
初
め
は
灌
謁
者
に
任
命
さ
れ
、
一
年

経
つ
と
給
事
謁
者
に
任
命
さ
れ
た
」
と
あ
る
。
ま
た
百
官
志
二
に

は
「
謁
者
僕
射
は
一
人
、
謁
者
台
の
長
で
あ
り
、
謁
者
を
管
理
し
、

天
子
が
外
出
す
る
と
き
に
は
、
先
導
を
務
め
る
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

百
官
志
二
の
注
に
引
く
晋
・
荀
綽
『
晋
百
官
表
注
』
に
は

「
漢
代
に
は
皆
な
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
た
中
か
ら
五
十
歳
で
、
か
つ

容
貌
が
厳
格
で
賓
賛
に
堪
能
な
者
を
選
ん
で
謁
者
に
任
命
し
た
。

昔
、
燕
の
太
子
は
荊
軻
を
し
て
始
皇
帝
を
お
び
や
か
さ
せ
た
と
き

に
、
事
件
が
宮
中
の
両
楹
の
間
で
起
こ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
謁

者
は
匕
首
を
腋
に
挾
ん
で
お
く
よ
う
に
な
っ
た
。
漢
の
高
祖
は
天

下
を
平
定
し
て
文
治
を
行
っ
た
の
で
、
匕
首
に
代
え
て
板
を
用
い

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
あ
る
。

　
　

�　

補
注
に
引
く
百
官
志
二
に
見
え
る
灌
謁
者
郎
中
に
つ
い
て
は
、



一
一

『
後
漢
書
』
巻
八
一
・
雷
義
伝
の
注
に
は
「『
漢
官
儀
』
に
い
う
。

謁
者
は
三
十
五
人
、
郎
中
か
ら
そ
の
官
秩
の
ま
ま
任
用
し
て
、
一

年
経
つ
と
給
事
謁
者
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
年
未
満
の
者
は

灌
謁
者
と
称
す
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
後
漢
に
お
け
る
謁
者
の

登
用
は
、
郎
中
（
比
三
百
石
）
―
→
灌
謁
者
（
灌
謁
者
郎
中
、
比

三
百
石
）
―
→
給
事
謁
者
（
四
百
石
）
―
→
常
侍
謁
者
（
比
六
百
石
）

と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

な
お
謁
者
に
つ
い
て
は 
［
山
田
勝
芳 

一
九
九
一
］
が
あ
る
。

（
20)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
諸
の
殿
門・

で
期・

し
た
の
で
、
期
門
と
い

う
官
名
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。
東
方
朔
伝
に
見
え
、ま
た
霍
光
伝
・

李
広
利
伝
・
趙
充
国
伝
・
傅
介
子
伝
・
甘
延
寿
伝
・
西
域
伝
・
外

戚
伝
・
王
莽
伝
に
も
見
え
る
。

（
21)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
期
門
僕
射
は
、後
の
虎
賁
僕
射
で
あ
る
。

百
官
志
二
に
は
後
漢
で
は
「
虎
賁
左
・
右
僕
射
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
。

官
秩
は
比
六
百
石
。
虎
賁
郎
の
弓
射
の
訓
練
を
管
理
す
る
」
と
い

う
。

（
22)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。
賁
は
奔
と
音
通
で
、
猛
獣
が
奔
走
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

　
　

� �

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
虎
賁
の
例
は
、
王
莽
伝
に
見
え
る
。

（
23)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
二
に
は
後
漢
で
は
「
虎
賁
中
郎

将
は
虎
賁
郎
の
宿
衛
を
管
理
す
る
」
と
あ
り
、
管
轄
下
に
は
虎
賁

中
郎
・
虎
賁
侍
郎
・
虎
賁
郎
中
・
節
従
虎
賁
の
名
が
見
え
る
。

（
24)�

補
注　

周
寿
昌
が
い
う
。
文
帝
の
時
に
、
鄧
通
が
羽
林
黄
頭
郎
と

な
っ
て
い
る
（
以
上
、『
漢
書
注
校
補
』）。
武
帝
よ
り
も
前
に
す

で
に
羽
林
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
二
に
は
「
羽
林
郎
は
、
官
秩
は
比

三
百
石
。
定
員
無
し
。
宿
衛
・
侍
従
を
掌
る
。
常
に
漢
陽
・
隴
西
・

安
定
・
北
地
・
上
郡
・
西
河
お
よ
そ
六
郡
の
良
家
か
ら
選
ん
で
補

任
す
る
。
も
と
も
と
武
帝
が
軽
装
の
馬
に
乗
っ
て
狩
猟
に
出
か
け

た
際
に
こ
れ
に
付
き
従
い
、帰
還
し
て
か
ら
殿
陛
の
巌
下
（
軒
下
）

の
室
中
で
宿
直
し
た
の
で
、
巌
郎
と
呼
ぶ
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

補
注
に
引
く
周
寿
昌
の
言
に
「
武
帝
よ
り
も
前
に
す
で
に

羽
林
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
文
は
『
漢

書
注
校
補
』
に
見
え
な
い
。
ま
た
、
周
寿
昌
が
、「
文
帝
の
時
に
、

鄧
通
が
羽
林
黄
頭
郎
と
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
史
料
に
は
直

接
現
れ
な
い
。
巻
九
三
・
侫
幸
伝
の
「
鄧
通
は
蜀
郡
南
安
県
の
人
、

善
く
船
を
漕
い
だ
の
で
黄
頭
郎
に
任
じ
ら
れ
た
」と
い
う
記
事
と
、

巻
五
一
・
枚
乗
伝
の
枚
乗
の
言
に
「
漢
王
朝
は
呉
に
天
下
を
併
呑

し
よ
う
と
す
る
心
が
あ
る
の
を
知
る
と
、
大
い
に
怒
り
、
羽
林
黄

頭
を
派
遣
し
て
長
江
に
そ
っ
て
呉
に
下
ら
せ
、
大
王
の
都
を
お
そ

わ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
あ
る
こ
と
を
結
び
つ
け
た
周
寿
昌
の

推
測
で
あ
る
。

　
　

�　

良
家
と
は
、
巻
二
八
下
・
地
理
志
下
の
顔
師
古
注
に
引
く
如
淳

の
説
で
は
「
医
者
・
商
人
・
職
人
以
外
の
家
柄
」
と
す
る
が
、
堀

敏
一
は
、「
七
科
讁
に
あ
た
る
諸
身
分
や
医
・
巫
・
工
等
を
除
い

た
庶
人
の
範
囲
」
と
し
て
い
る
［
堀
敏
一 

一
九
八
七
］。
七
科
讁



一
二

（
適
）
と
は
『
史
記
』
巻
一
二
三
・
大
宛
列
伝
の
正
義
に
引
く
張

晏
の
説
と
し
て
「
吏
の
罪
あ
る
者
が
一
、
亡
命
者
が
二
、
入
り
婿

が
三
、
商
人
が
四
、
か
つ
て
市
籍
に
あ
っ
た
も
の
が
五
、
父
母
が

市
籍
に
あ
っ
た
も
の
が
六
、祖
父
母
が
市
籍
に
あ
っ
た
も
の
が
七
」

と
あ
る
。

　
　

�　

巖
郎
の
語
義
に
つ
い
て
、百
官
志
二
に
引
用
す
る
晋
・
荀
綽
『
晋

百
官
表
注
』
で
は
「
厳
格
に
し
て
精
鋭
な
る
の
意
で
あ
る
」
と
あ

り
、
百
官
志
二
の
本
文
の
解
釈
と
は
異
な
る
。

（
25)�

補
注　

沈
欽
韓
が
い
う
。
お
そ
ら
く
は
武
帝
が
建
章
宮
を
造
営
し

た
の
で
、
こ
こ
に
置
い
て
宮
殿
警
護
を
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
（
以

上
、『
漢
書
疏
証
』
巻
四
）。

　
　

� �

考
証　

建
章
宮
は
、
都
長
安
城
の
西
側
に
置
か
れ
た
宮
城
で
、
太

初
元
年
（
前
一
〇
四
）
二
月
の
造
営
。
詳
し
く
は
『
三
輔
黄
図
』

巻
一
を
参
照
。

（
26)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
羽
林
の
例
は
、
霍
光
伝
・
趙
充
国
伝
・

甘
延
寿
伝
・
外
戚
伝
・
王
莽
伝
に
見
え
る
。

（
27)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。
五
種
の
武
器
と
は
、
弓
矢
・
殳
・
矛
・
戈
・

戟
で
あ
る
。

　
　

� �

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
羽
林
孤
児
の
例
は
、
宣
帝
紀
・
趙
充
国

伝
・
孔
光
伝
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　

五
種
の
武
器
（
五
兵
）
に
つ
い
て
の
顔
師
古
説
は
、『
周
礼
』

夏
官
・
司
右
の
鄭
玄
注
に
引
用
さ
れ
た
『
司
馬
法
』
に
も
と
づ
く
。

（
28)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
二
に
は
後
漢
で
は
、
羽
林
左
・

右
丞
そ
れ
ぞ
れ
一
人
が
有
り
、
羽
林
令
は
廃
止
さ
れ
た
と
い
う
。

（
29)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
中
郎
将
羽
林
監
の
例
は
霍
光
伝
に
見
え

る
。
百
官
志
二
に
は
、
後
漢
で
は
「
羽
林
中
郎
将
は
、
官
秩
は
比

二
千
石
。
羽
林
郎
を
管
理
す
る
」と
あ
る
。
ま
た
百
官
志
二
に
は
、

羽
林
左
・
右
監
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
あ
り
、
官
秩
は
比
六
百
石
。
羽

林
左
・
右
騎
を
管
理
す
る
と
あ
る
。
ま
た
百
官
志
二
に
は
「
騎
都

尉
は
、
官
秩
は
比
二
千
石
。
定
員
無
し
。
も
と
も
と
は
羽
林
騎
を

管
理
し
た
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　
『
漢
官
』（
孫
星
衍
輯
）
に
は
「
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
た
郎
が

就
任
し
、
羽
林
九
百
人
を
管
理
す
る
。
左
・
右
の
二
監
の
官
属
で

あ
る
書
記
は
、
皆
な
羽
林
郎
の
中
か
ら
有
能
な
者
を
選
任
す
る
」

と
あ
る
。

（
30)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
官
本
で
は
、「
僕
射
」
は
上
文
か
ら
連

続
し
て
お
り
改
行
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
正
し
い
。

（
31)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。『
史
記
』
巻
六
・
秦
始
皇
本
紀
に
は
、

博
士
僕
射
の
周
青
臣
が
見
え
る
。ま
た
衛
令
僕
射
も
見
え
て
お
り
、

こ
れ
が
、
僕
射
が
秦
官
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
と
な
る
。

（
32)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
侍
中
僕
射
の
例
は
、
武
帝
紀
・
霍
光
伝

に
見
え
る
。
百
官
志
三
・
侍
中
の
下
文
に
は
「
も
と
は
僕
射
一
人

が
あ
り
、
後
漢
で
は
転
じ
て
侍
中
祭
酒
と
し
た
。
と
き
に
置
き
、

と
き
に
置
か
な
か
っ
た
」
と
あ
り
、
つ
ま
り
侍
中
に
は
僕
射
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
百
官
志
三
に
は
「
尚
書
僕
射
は

一
人
、
官
秩
は
六
百
石
。
尚
書
の
事
を
署
し
、
尚
書
令
が
不
在
の



一
三

と
き
は
、
諸
々
の
文
書
を
奏
し
た
り
下
し
た
り
す
る
」
と
あ
る
。

考
え
る
に
元
帝
の
時
に
は
、
石
顕
が
尚
書
僕
射
と
な
り
、
哀
帝
の

時
に
は
、
鄭
崇
が
尚
書
僕
射
と
な
っ
た
。
孫
宝
伝
に
は
、
尚
書
僕

射
唐
林
が
見
え
る
。
ま
た
孔
光
伝
に
二
度
見
え
て
お
り
、
王
嘉
伝

に
は
一
度
見
え
て
い
る
。
ま
た
佞
幸
伝
に
は
中
書
僕
射
の
牢
梁
が

見
え
る
。
こ
れ
ら
は
（
前
漢
の
）
尚
書
に
も
僕
射
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
百
官
志
二
に
は
ま
た
「
博
士
祭
酒
は
一
人
、
官

秩
は
六
百
石
。
も
と
は
僕
射
と
い
っ
た
が
、
後
漢
で
は
転
じ
て
祭

酒
と
し
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
博
士
に
僕
射
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
虎
賁
僕
射
は
、虎
賁
郎
の
弓
射
の
訓
練
を
管
理
す
る（
注

21
補
注
に
て
既
述
）。
ま
た
郎
僕
射
の
例
は
、
霍
光
伝
に
見
え
る
。

こ
れ
は
郎
に
僕
射
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　

� �

考
証　

表
の
本
文
に
、
僕
射
は
侍
中
・
尚
書
・
博
士
・
郎
に
も
あ

っ
た
と
す
る
が
、
僕
射
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
郎
中

令
の
項
目
で
あ
る
（
前
段
の
博
士
の
項
目
で
は
僕
射
に
つ
い
て
見

え
な
い
）。
こ
れ
は
僕
射
が
武
職
で
あ
り
、
そ
れ
が
設
置
さ
れ
た

諸
官
の
中
で
、
郎
中
令
が
漢
代
を
通
じ
て
武
職
で
あ
り
続
け
た
こ

と
、
ま
た
そ
の
属
下
に
多
く
の
僕
射
が
配
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
33)�

補
注　

何
焯
が
い
う
。
僕
射
の
語
義
は
本
文
の
説
明
で
意
を
尽

し
て
い
る
。
僕
射
が
秦
官
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』

に
は
そ
の
明
証
が
な
い
の
で
、
し
か
た
な
く
「
古
は
」
と
い
う
よ

う
に
周
代
の
制
度
に
付
会
し
た
の
だ
ろ
う
か
。「
射
」
字
を
「
夜
」

と
同
じ
音
で
読
む
の
は
、は
な
は
だ
し
い
誤
謬
で
あ
る（
以
上
、『
義

門
読
書
記
』
巻
一
六
）。

　
　

� �

考
証　

何
焯
の
説
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
僕
射
は
「
ぼ
く
し
ゃ
」
と

読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
慣
例
で
は
「
ぼ
く
や
」
と
読
む
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

（
34)�

注　

孟
康
が
い
う
。
い
ず
れ
に
も
僕
射
が
あ
り
、
管
理
す
る
職

務
に
応
じ
て
官
名
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
軍
屯
吏
で
あ
れ
ば
軍

屯
僕
射
と
い
い
、
永
巷
で
あ
れ
ば
永
巷
僕
射
と
い
う
。

　
　

� �

補
注　

沈
欽
韓
が
い
う
。『
孫
子
』
作
戦
篇
の
曹
操
注
に
は
「
戦

車
の
陣
立
て
は
、
五
車
を
隊
と
し
て
、
隊
ご
と
に
僕
射
一
人
、
十

車
を
率
と
し
て
、
率
ご
と
に
官
長
一
人
」
と
あ
る
。『
通
典
』
巻

一
四
八
・
兵
一
・
立
軍
に
は
「
五
火
を
隊
と
し
て
、
五
十
人
ご
と

に
指
揮
官
と
し
て
頭
を
置
く
」
と
あ
る
。
そ
う
す
る
と
僕
射
は
つ

ま
り
隊
頭
で
あ
り
、
別
名
を
隊
率
と
い
う
。
巻
四
二
・
申
屠
嘉
伝

に
「
申
屠
嘉
は
材
官
蹶
張
か
ら
、
昇
進
し
て
隊
率
と
な
っ
た
」
と

あ
る
の
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
百
人
ご
と
に
官
長
を
お
い
て
、

別
名
を
屯
長
と
い
う
。『
史
記
』
巻
四
八
・
陳
渉
世
家
に
、
秦
は

閭
左
か
ら
戍
卒
九
百
人
を
徴
発
し
て
、
陳
勝
・
呉
広
は
二
人
と
も

屯
長
と
な
っ
た
と
あ
る
の
が
、こ
れ
で
あ
る
（
以
上
、『
漢
書
疏
証
』

巻
四
）。

　
　�
　
王
先
謙
が
い
う
。
騶
僕
射
は
百
官
志
三
・
祠
祀
令
の
注
に
引
か
れ

た
『
漢
官
』
に
見
え
る
。「
宰
」
は
「
卒
」
の
誤
字
の
疑
い
が
あ
る
。

衛
卒
僕
射
の
例
は
『
史
記
』
巻
一
二
六
・
滑
稽
列
伝
の
褚
少
孫
補
記



一
四

部
分
（
王
先
生
伝
）
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
永
巷
僕
射
の
例
は
広

川
王
去
伝
に
見
え
る
。

　
　

� �
考
証　

沈
欽
韓
は
「
そ
の
百
人
ご
と
に
官
長
を
お
い
て
、
別
名
を

屯
長
と
い
う
」
と
言
う
が
、
彼
が
依
拠
し
た
史
料
が
何
で
あ
る
か

不
明
で
あ
る
。
軍
隊
な
ど
で
百
人
を
一
つ
の
単
位
と
す
る
事
例
は

屡
々
あ
る
が
、
そ
の
長
を
「
官
長
」「
屯
長
」
と
呼
ぶ
例
は
今
の

と
こ
ろ
見
あ
た
ら
な
い
。『
史
記
』
巻
四
八
・
陳
渉
世
家
か
ら
は
、

戍
卒
九
百
人
を
百
人
ご
と
の
九
組
に
分
け
た
と
は
言
い
得
な
い
。

九
、
衛
尉

原
文

　
衛
尉
（
1
）、
秦
官
（
2
）。
掌
宮
門
衛
屯
兵
（
3
）。
有
丞
（
4
）。

景
帝
初
、
更
名
中
大
夫
令
（
5
）、
後
元
年
、
復
爲
衛
尉
（
6
）。
屬
官

有
公
車
司
馬
・
衛
士
・
旅
賁
三
令
丞
（
7
）。
衛
士
三
丞
（
8
）。
又
諸

屯
衛
候
・
司
馬
二
十
二
官
皆
屬
焉
（
9
）。
長
樂
・
建
章
・
甘
泉
衛
尉

皆
掌
其
宮
（
10
）。
職
略
同
（
11
）。
不
常
置
。

訓
読

　
衛
尉
は
（
1
）、秦
官
な
り
（
2
）。
宮
門
の
衛
屯
の
兵
を
掌
る
（
3
）。

丞
有
り
（
4
）。
景
帝
の
初
め
、
名
を
中
大
夫
令
と
更
め
（
5
）、
後
元

年
、
復
た
衛
尉
と
為
す
（
6
）。
属
官
に
公
車
司
馬
・
衛
士
・
旅
賁
三

令
丞
有
り
（
7
）。
衛
士
は
三
丞
（
8
）。
又
た
諸
の
屯
衛
の
候
・
司
馬

二
十
二
官
は
皆
な
焉
に
属
す
（
9
）。
長
楽
・
建
章
・
甘
泉
衛
尉
は
皆

な
其
の
宮
を
掌
る
（
10
）。
職
は
略
ぼ
同
じ
（
11
）。
常
に
は
置
か
ず
。

現
代
語
訳

　

衛
尉
は（
1
）、秦
官
で
あ
る（
2
）。
宮
門
の
衛
屯
の
兵
を
掌
る 

（
3
）。

丞
が
あ
る
（
4
）。
景
帝
の
初
め
に
、
中
大
夫
令
と
改
名
し
（
5
）、
後

元
年
（
前
一
四
三
）
に
、
ふ
た
た
び
衛
尉
に
戻
し
た
（
6
）。

　

属
官
に
、
公
車
司
馬
・
衛
士
・
旅
賁
の
三
令
・
丞
が
あ
る
（
7
）。

衛
士
は
三
丞
で
あ
る
（
8
）。
ま
た
も
ろ
も
ろ
の
屯
衛
の
候
・
司
馬
の

二
十
二
官
は
い
ず
れ
も
こ
れ
に
属
す
（
9
）。

　

長
楽
衛
尉
・
建
章
衛
尉
・
甘
泉
衛
尉
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
宮

城
を
掌
る
（
10
）。
職
務
は
ほ
ぼ
衛
尉
と
同
じ
で
あ
る
（
11
）。
常
置
の

官
で
は
な
か
っ
た
。

注
釈

（
1)�

考
証　

こ
の
項
目
で
扱
う
衛
尉
と
は
未
央
宮
を
守
備
す
る
未
央
衛

尉
の
こ
と
で
あ
る
。
前
漢
に
は
都
城
長
安
の
長
楽
宮
・
建
章
宮
な

ど
の
宮
城
の
他
に
甘
泉
宮
と
い
っ
た
離
宮
が
あ
り
、
そ
う
し
た
宮

城
に
も
衛
尉
が
置
か
れ
た
が
、
そ
れ
は
本
項
の
最
後
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
未
央
宮
は
高
祖
七
年
（
前
二
〇
〇
）
に
丞
相
蕭

何
に
よ
り
造
営
さ
れ
た
宮
城
で
、
恵
帝
以
後
は
前
漢
を
通
じ
て
皇

帝
の
宮
城
で
あ
っ
た
。

（
2)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。『
史
記
』
巻
六
・
秦
始
皇
本
紀
に
、
衛



一
五

尉
竭け

つ

の
名
が
み
え
る
。

（
3)�
注　

顔
師
古
が
い
う
。『
漢
旧
儀
』
に
、「
衛
尉
寺
は
宮
内
に
在

る
」
と
あ
る
。
胡
広
は
、「
宮
闕
の
門
内
を
掌
る
。
衛
士
は
宮
壁

の
下
に
区
盧
を
か
ま
え
る
」
と
述
べ
る
。
区
廬
と
は
、
今
の
仗
宿

屋
（
護
衛
兵
の
宿
舎
）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　

�

補
注　

銭
大
昕
が
い
う
。
宮
門
と
は
未
央
宮
の
門
で
あ
る
。
武
帝

の
時
、
李
広
は
未
央
衛
尉
と
な
り
、
程
不
識
は
長
楽
衛
尉
と
な
っ

た
が
、
百
官
表
下
に
は
、
李
広
は
み
え
る
が
程
不
識
は
み
え
な
い
。

宣
帝
の
時
、
霍
光
の
長
女
の
婿
鄧
広
漢
は
長
楽
衛
尉
と
な
り
、
范

明
友
は
未
央
衛
尉
と
な
っ
た
が
、
百
官
表
下
に
は
、
范
明
友
は
み

え
る
が
鄧
広
漢
は
み
え
な
い
。
百
官
表
下
が
記
し
て
い
る
の
は
、

未
央
衛
尉
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
未
央
衛
尉
と
長
楽
衛
尉

は
、
そ
れ
ぞ
れ
東
宮
・
西
宮
を
主
っ
て
い
る
。
孟
康
は
「
李
広
は

東
宮
で
あ
り
、
程
不
識
は
西
宮
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
私
が

思
う
に
、
長
楽
宮
は
太
后
の
居
所
で
あ
り
、
太
后
の
朝
を
東
朝
と

称
す
る
の
は
、
長
楽
宮
が
未
央
宮
の
東
に
在
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

未
央
衛
尉
は
、
諸
伝
で
は
い
ず
れ
も
た
だ
「
衛
尉
」
と
だ
け
称
し

て
い
る
の
に
、
李
広
・
范
明
友
だ
け
が
「
未
央
」
と
称
し
て
い
る

の
は
、「
長
楽
」
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。
巻
七
三
・
韋
玄
成

伝
で
も
「
未
央
衛
尉
」
と
称
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
こ

の
時
に
始
め
て
「
建
章
衛
尉
」
が
置
か
れ
た
た
め
に
「
未
央
」
と

称
し
て
「
建
章
」
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
っ
た
（
以
上
、『
二
十
二

史
考
異
』
巻
六
）。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
官
本
で
は
顔
師
古
注
に
引
く
『
漢
旧
儀
』
の

「
仗
」
は
「
伏
」
と
し
て
い
る
。
百
官
志
二
に
「
宮
門
の
衛
士
、

宮
中
の
巡
回
警
備
の
事
を
掌
る
。（
後
漢
は
）
一
人
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

区
廬
に
つ
い
て
は
、
巻
六
七
・
胡
建
伝
に
「
時
の
監
軍
御

史
は
邪
な
人
物
で
、
北
軍
の
塁
壁
に
穴
を
あ
け
て
賈
区
（
店
舗
）

を
作
っ
た
」
と
い
う
文
の
顔
師
古
注
に
「
区
と
は
小
室
の
名
で
、

今
の
小
庵
屋
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
衛
士
の
居
所

を
区
廬
と
い
い
、宮
外
に
宿
営
す
る
士
を
区
士
と
い
う
の
で
あ
る
」

と
あ
る
。

　
　

�　

巻
五
二
・
灌
夫
伝
に
、
程
不
識
と
李
広
は
と
も
に
東
西
宮
の
衛

尉
と
な
っ
た
と
い
う
田
蚡
の
発
言
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
顔
師

古
注
に
、
孟
康
の
言
と
し
て
「
李
広
は
東
宮
衛
尉
で
あ
り
、
程
不

識
は
西
宮
衛
尉
で
あ
る
」
と
あ
る
。
斉
召
南
は
「
前
漢
で
は
長
楽

宮
を
東
宮
と
い
い
、
皇
太
后
が
こ
こ
に
住
ん
だ
。
皇
帝
は
未
央
宮

に
住
ん
で
い
た
が
、
こ
れ
は
長
楽
宮
の
西
に
あ
る
。
巻
五
四
・
李

広
伝
に
よ
れ
ば
「
李
広
は
未
央
宮
衛
尉
と
な
り
、
程
不
識
は
長
楽

宮
衛
尉
と
な
っ
た
」
と
あ
り
、
つ
ま
り
李
広
は
西
宮
衛
尉
で
、
程

不
識
は
東
宮
衛
尉
な
の
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
（
以
上
『
官
本

攷
證
』）。

　
　

�　

ま
た
、『
太
平
御
覧
』
巻
二
三
〇
・
職
官
部
二
八
・
衛
尉
卿
に

引
く
『
漢
官
解
詁
』
に
は
「
衛
尉
は
宮
門
の
中
を
つ
か
さ
ど
り
、

衛
士
は
宮
壁
の
下
に
廬
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
員
と
部
署
が

あ
る
。
宮
内
に
居
す
る
も
の
は
全
員
、
籍
を
宮
門
に
提
出
し
、
そ



一
六

の
姓
名
を
調
べ
る
。
も
し
医
巫
や
雇
わ
れ
人
で
宮
中
に
入
る
必
要

の
あ
る
者
は
、
そ
れ
ら
の
本
官
の
長
吏
が
啓
・
伝
を
封
ず
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
印
信
を
審
査
し
た
後
に
宮
内
に
入
れ
る
。

籍
が
あ
り
、い
ず
れ
も
ま
た
符
が
あ
る
。
符
は
木
で
で
き
て
お
り
、

長
さ
は
一
尺
二
寸
で
、
そ
の
所
属
す
る
官
の
二
文
字
で
鉄
印
を
つ

く
り
符
を
分
け
る
。
宮
城
に
出
入
り
す
る
も
の
は
籍
を
調
べ
、
ま

た
符
の
刻
み
が
合
致
す
る
か
を
調
べ
内
に
入
れ
る
。
官
位
の
あ
る

も
の
で
、
出
入
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
御
者
に
命
じ
、
前

後
に
伝
え
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
通
じ
さ
せ
る
。
日
暮
れ
か
ら

夜
明
け
ま
で
、
部
署
に
分
か
れ
て
夜
を
徹
し
て
行
い
、
夜
に
通
行

す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
進
み
出
て
「
誰
だ
、
誰
だ
」
と
言
う
。
こ

の
よ
う
に
し
て
勤
務
を
怠
ら
ず
、
一
年
中
交
代
し
て
行
う
の
は
、

宿
営
を
特
に
重
視
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
あ
る
。

　
　

�　

な
お
衛
尉
寺
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
『
漢
旧
儀
』
に
「
宮
内
に

あ
っ
た
」
と
記
す
の
み
で
具
体
的
な
場
所
は
不
明
で
あ
る
。
陳
直

は
漢
長
安
城
址
か
ら
出
土
し
た
と
い
う
「
衛
屯
」
瓦
当
が
官
署
に

使
わ
れ
た
も
の
と
す
る
［
陳
直 

一
九
七
九
］。

（
4)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
二
に
、
後
漢
は
「
丞
は
一
人
。

比
千
石
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

上
海
博
物
館
所
蔵
の
前
漢
中
期
の
も
の
と
さ
れ
る
封
泥
に

「
未
央
衛
丞
」
が
あ
る
［
孫
慰
祖 

一
九
九
三
］。   

（
5)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
中
大
夫
令
の
例
は
、
直
不
疑
伝
に
見
え

る
。
こ
の
官
も
秦
の
官
に
依
っ
て
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。『
史
記
』

巻
六
・
秦
始
皇
本
紀
に
、
中
大
夫
令
斉
が
み
え
、
ま
た
衛
尉
竭
も

み
え
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
秦
の
時
に
は
、
中
大
夫
令
と
衛
尉

は
元
は
別
の
官
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

巻
四
六
・
直
不
疑
伝
に
は
「
中
大
夫
」
と
あ
る
が
、「
中

大
夫
令
」
は
見
え
な
い
。
ま
た
同
伝
の
補
注
に
お
い
て
王
先
謙

は
、
こ
の
「
中
大
夫
」
は
「
令
」
字
が
誤
脱
し
た
も
の
と
い
う

銭
大
昕
の
説
を
斥
け
て
、「
中
大
夫
」
の
ま
ま
で
よ
い
と
断
じ
て

お
り
、
こ
こ
で
の
補
注
と
矛
盾
を
生
じ
て
い
る
。
一
方
で
『
史

記
』
巻
一
〇
三
・
直
不
疑
伝
に
は
「
太
中
大
夫
」
と
あ
り
、
少
な

く
と
も
直
不
疑
伝
の
記
述
に
つ
い
て
、
中
大
夫
・
中
大
夫
令
・
太

中
大
夫
の
い
ず
れ
が
事
実
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
判
断
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
た
だ
し
百
官
表
下
、
景
帝
中
六
年
（
前

一
四
四
）
の
項
に
「
中
大
夫
令
直
不
疑
を
改
め
て
衛
尉
と
す
る
」

と
あ
り
、百
官
表
上
で
は
、年
次
は
一
年
ず
れ
る
が
、「
後
元
年
（
前

一
四
三
）
に
ふ
た
た
び
衛
尉
に
戻
し
た
」
と
あ
る
の
で
、
直
不
疑

が
中
大
夫
令
に
就
任
し
た
こ
と
自
体
は
事
実
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

�　

中
大
夫
令
に
つ
い
て
［
米
田
健
志　

一
九
九
八
］
は
、
百
官
表

上
で
は
郎
中
令
所
属
と
さ
れ
る
中
大
夫
は
、
景
帝
後
元
年
以
前
に

は
中
大
夫
令
所
属
だ
っ
た
と
す
る
。

　
　

�　

秦
代
の
中
大
夫
令
に
つ
い
て
、［
労
榦　

一
九
七
六
］
は
「
～

令
」
と
は
本
来
、
秩
千
石
以
下
の
官
名
で
あ
り
、
秦
代
に
は
中
大

夫
令
は
郎
中
令
と
と
も
に
秩
二
千
石
の
衛
尉
に
所
属
し
て
い
た
と

す
る
。
ま
た
、
前
漢
初
の
例
と
し
て
は
、「
二
年
律
令
」
秩
律
の



一
七

四
四
〇
～
四
四
一
簡
に
「
衛
尉
、
漢
中
大
夫
令
、
漢
郎
中
（
令
）、

奉
常
、
秩
各
二
千
石
」
と
あ
り
、
前
漢
に
い
た
る
ま
で
に
中
大
夫

令
・
郎
中
令
・
衛
尉
三
者
は
同
格
の
官
職
へ
と
変
化
し
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
［
米
田
健
志　

一
九
九
八
］
に
「
二
年
律

令
」
に
よ
る
修
正
を
加
え
て
前
漢
に
お
け
る
三
者
の
関
係
の
変
遷

を
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

○
前
漢
初
期
～
景
帝
初
年

　

・
衛
尉
─
─
─
─
─
─
衛
屯
兵
等

　

・
中
大
夫
令
─
─
─
─
中
大
夫
等

　

・
郎
中
令
─
─
─
─
─
郎
中
等

　
　
　
　
　

＊
中
大
夫
令
・
郎
中
令
は
衛
尉
か
ら
独
立
。

○
景
帝
初
年
～
景
帝
後
元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衛
屯
兵
等

　

・
（
元
の
衛
尉
）

中
大
夫
令　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
大
夫
等

　

・
郎
中
令
─
─
─
─
─
郎
中
等

　
　
　
　
　

＊
衛
尉
を
中
大
夫
令
に
改
名
（
も
し
く
は
統
合
）。　

○
景
帝
後
元
年
以
後

　

・
衛
（
元
の
中
大
夫
令
）

　

尉
─
─
─
─
─
衛
屯
兵
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
大
夫
等　
　

　

・
郎
中
令　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郎
中
等

　
　
　
　
　

＊��

中
大
夫
令
を
衛
尉
に
改
名
。同
時
に
中
大
夫
令
は
消
滅
。

　
　
　
　
　
　

中
大
夫
等
は
郎
中
令
の
管
轄
下
に
移
行

（
6)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
巻
九
九
中
・
王
莽
伝
中
に
、
始
建
国
元

年
（
九
）
に
、「
衛
尉
を
太
衛
と
改
名
し
た
」
と
あ
る
。

（
7)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。『
漢
官
儀
』
に
「
公
車
司
馬
は
宮
殿
の

司
馬
門
を
掌
る
。
夜
は
宮
中
を
警
邏
す
る
。
天
下
の
上
奏
文
で
宮

城
の
闕
下
に
届
い
た
も
の
、
全
て
の
朝
廷
に
招
喚
さ
れ
た
者
は
、

い
ず
れ
も
こ
れ
を
統
括
す
る
。
令
は
秩
六
百
石
」
と
あ
る
。
旅
は

衆
と
い
う
意
で
、
賁
は
奔
に
通
じ
る
。
奔
走
の
任
を
行
う
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
　

� �

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
官
本
注
で
は
「
闕
下
」
と
い
う
言
葉
の

上
に
「
四
方
貢
献
」
の
四
字
が
あ
る
。
公
車
司
馬
の
例
は
、
王
莽

伝
中
に
見
え
る
。
公
車
令
の
例
は
、
張
釈
之
伝
・
外
戚
伝
上
に
見

え
る
。
公
車
司
馬
令
の
例
は
、
東
方
朔
伝
に
見
え
る
。
公
車
丞
の

例
は
、
儒
林
伝
・
外
戚
伝
に
見
え
る
。
衛
士
令
の
例
は
、
芸
文
志

に
見
え
る
。
や
は
り
秦
官
で
、
省
略
し
て
衛
令
と
称
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。『
史
記
』
巻
八
七
・
李
斯
伝
に
、
趙
高
が
二
世
皇
帝
を

弑
逆
し
よ
う
と
し
、「
偽
っ
て
衛・

士・

に
詔
し
た
」
と
あ
り
、『
史
記
』

巻
六
・
秦
始
皇
本
紀
に
は
、
閻
楽
を
殿
門
に
派
遣
し
、
衛・

令・

を
捕

縛
さ
せ
た
と
あ
る
の
が
傍
証
と
な
る
。
百
官
志
二
に
、
後
漢
に
は

「
公
車
司
馬
令
が
あ
る
。
一
人
、
六
百
石
。
宮
の
南
闕
門
で
、
全

て
吏
民
の
上
奏
、
四
方
か
ら
の
貢
献
、
お
よ
び
召
し
だ
さ
れ
公
車

に
出
頭
し
た
も
の
を
掌
る
。
丞
は
一
人
。
諱
に
通
じ
て
い
る
も
の

を
選
び
、規
則
に
違
反
し
て
い
な
い
か
を
調
べ
る
こ
と
を
掌
っ
た
。



一
八

衛
士
令
は
一
人
、
六
百
石
。
南
宮
と
北
宮
の
衛
士
を
掌
る
。
丞
は

各
々
一
人
。
旅
賁
令
と
衛
士
の
一
丞
を
省
い
た
」
と
あ
る
。

　
　

� �
考
証　

王
先
謙
は
公
車
司
馬
令
が
東
方
朔
伝
に
見
え
る
と
い
う
が
、

確
認
で
き
な
い
。
ま
た
公
車
丞
の
例
も
儒
林
伝
に
は
見
え
な
い
。

　
　

�　

陳
直
は
巻
二
七
下
之
上
・
五
行
志
下
之
上
に
成
帝
綏
和
二
年
の

事
件
（
元
の
公
車
大
誰
卒
の
王
褒
が
、
北
司
馬
門
か
ら
前
殿
の
非

常
室
に
入
り
こ
ん
だ
事
件
）
の
公
車
大
誰
卒
を
、
公
車
司
馬
の
属

吏
と
す
る
［
陳
直 

一
九
七
九
］。
同
条
の
顔
師
古
注
に
は
「
大
誰

と
は
問
題
の
あ
る
人
間
を
誰
何
す
る
こ
と
を
職
務
と
し
、「
姓
名

は
何
か
」
と
問
う
。
…
大
誰
は
本
来
、
誰
何
を
称
と
し
て
お
り
、

こ
れ
に
ち
な
ん
で
官
名
と
し
た
。
大
誰
長
が
あ
り
、
こ
の
卒
は
長

に
統
率
さ
れ
る
士
卒
で
あ
る
」
と
あ
る
。

　
　

�　

な
お
司
馬
門
と
は
巻
九
・
元
帝
紀
の
顔
師
古
注
に
「
司
馬
門
と

は
宮
の
外
門
の
こ
と
で
あ
る
。
衛
尉
に
八
屯
あ
り
、
衛
候
司
馬
は

衛
士
の
巡
邏
と
宿
衛
を
掌
る
。
宮
の
各
方
面
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
二
司

馬
が
置
か
れ
た
た
め
宮
の
外
門
を
司
馬
門
と
い
う
の
で
あ
る
」
と

あ
り
、
ま
た
巻
三
一
・
項
籍
伝
の
顔
師
古
注
に
も
「
お
よ
そ
司
馬

門
と
い
う
も
の
は
、
宮
垣
の
内
側
に
は
兵
衛
が
所
在
し
、
四
面
に

は
す
べ
て
司
馬
が
置
か
れ
る
。
司
馬
は
武
事
を
掌
る
た
め
、
総
じ

て
宮
の
外
門
を
司
馬
門
と
言
う
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
司

馬
門
と
は
宮
城
の
門
の
こ
と
で
あ
る
。

（
8)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
公
車
司
馬
と
旅
賁
は
丞
が
一
人
だ
け
で

あ
っ
て
、
衛
士
（
に
三
丞
あ
る
の
）
と
は
同
じ
で
は
な
い
の
で
、

分
け
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
漢
で
は
、
衛
士
三
丞
の
内
、

一
を
省
い
て
二
を
残
し
た
の
で
、
先
に
注
（
7
）
補
注
で
百
官
志

二
に
云
々
と
あ
る
の
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

衛
士
令
丞
の
数
に
つ
い
て
王
先
謙
は
（
7
）
補
注
の
百
官

志
二
の
引
用
に
あ
る
よ
う
に
、
衛
士
令
の
下
に
南
宮
衛
士
丞
、
北

宮
衛
士
丞
の
二
丞
が
い
た
と
考
え
て
い
る
が
、
百
官
志
二
に
は
衛

士
令
も
南
宮
、
北
宮
に
置
か
れ
た
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
王
説
は

成
り
立
た
な
い
。

　
　

�　

な
お
、
衛
士
三
丞
に
つ
い
て
、
陳
直
は
『
簠
斎
吉
金
録
』
巻
五

の
「
常
楽
衛
士
上
次
士
銅
飯
幘
」
を
根
拠
に
、
長
楽
（
即
ち
王
莽

時
の
常
楽
宮
）・
建
章
・
甘
泉
の
三
宮
中
に
そ
れ
ぞ
れ
一
丞
ず
つ

置
か
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
［
陳
直 

一
九
七
九
］。

（
9)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
屯
司
馬
は
、
後
漢
の
南
宮
南
屯
司
馬
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
屯
衛
司
馬
は
一
官
で
あ
る
（
後
の
文
に
も

見
え
る
）。
官
名
を
省
略
し
て
、
屯
司
馬
、
あ
る
い
は
衛
司
馬
と

称
し
た
の
で
あ
る
。
駐
屯
し
て
警
衛
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
先
の

文
で
衛
尉
が
「
宮
門
の
衛
屯
の
兵
を
掌
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
の

は
、
つ
ま
り
そ
の
証
拠
で
あ
る
。
衛
司
馬
の
例
は
、
元
帝
紀
・
陳

湯
伝
・
段
会
宗
伝
・
谷
永
伝
・
鄭
吉
伝
・
傅
介
子
伝
・
蓋
寛
饒
伝
・

西
域
伝
に
見
え
る
。衛
候
の
例
は
、馮
奉
世
伝
・
西
域
伝
に
見
え
る
。

候
と
司
馬
、
合
わ
せ
て
二
十
二
官
で
あ
る
。
百
官
志
二
に
「
左
右

都
候
そ
れ
ぞ
れ
一
人
、
丞
一
人
」
と
あ
る
。『
周
礼
』
秋
官
・
司

寤
氏
に
「
夜
士
」
が
あ
り
、
干
宝
の
注
に
「
今
の
都
候
の
よ
う
な



一
九

も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
徐
々
に
制
度
が
変
わ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
　

� �
考
証　

諸
屯
衛
候
司
馬
に
つ
い
て
王
先
謙
は
候
と
司
馬
に
大
別
し
、

屯
衛
司
馬
（
略
し
て
屯
司
馬
、
衛
司
馬
と
も
）、
衛
司
馬
、
衛
候
が

い
た
と
考
え
て
い
る
。
他
に
衛
候
司
馬
が
巻
九
・
元
帝
紀
の
顔
師

古
注
に
見
え
、「
衛
士
の
巡
邏
と
宿
衛
を
掌
る
」
と
あ
る
。
武
官

と
し
て
の
司
馬
の
例
は
、
中
尉
の
属
官
に
み
え
る
「
候
・
司
馬
・

千
人
」
の
ほ
か
、
城
門
校
尉
の
属
官
に
も
「
司
馬
」
が
あ
る
。
ま

た
『
封
泥
攷
略
』
巻
四
に
、「
予
章
司
馬
」、「
琅
邪
司
馬
」
な
ど

の
郡
司
馬
や
、［
羅
福
頤 

一
九
八
七
］
に
、「
中
司
馬
印
」、「
高

陵
司
馬
」、「
軍
司
馬
印
」
な
ど
の
多
数
の
例
が
あ
る
。

　
　

�　

王
先
謙
が
引
く
、
百
官
志
の
『
周
礼
』
以
下
の
引
用
は
、
劉
昭

注
補
に
引
か
れ
た
文
で
あ
る
。「
今
の
都
候
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
」
と
い
う
注
文
は
東
晋
の
干
宝
の
注
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
本

の
鄭
玄
注
と
同
文
で
あ
る
。

　
　

�　
『
周
礼
』
の
夜
士
は
夜
禁
を
掌
っ
て
お
り
、
そ
の
職
掌
に
つ
い

て
鄭
玄
は
「
夜
に
巡
察
す
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。
後
漢
の
都
候

は
百
官
志
二
に
よ
れ
ば
、「
剣
戟
の
士
を
掌
り
、宮
中
を
巡
回
警
備
」

す
る
。

　
　

�　

な
お
、『
続
封
泥
考
略
』
巻
一
に
「
衛
候
之
印
」
と
「
都
候
丞
印
」

の
封
泥
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
前
漢
の
遺
物
で
あ
る
た
め
、陳
直
は
、

百
官
志
二
に
記
さ
れ
た
衛
尉
属
官
の
左
右
都
候
が
前
漢
に
す
で
に

存
在
し
て
い
た
と
し
、
さ
ら
に
本
表
の
「
諸
屯
衛
候
」
と
は
、
衛

候
と
都
候
を
指
す
と
す
る
［
陳
直 

一
九
七
九
］。

（
10)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
が
所
轄
す
る
宮
に
随
っ
て
官

名
と
し
て
い
る
。

　
　

�

補
注　

銭
大
昕
が
い
う
。
長
楽
宮
は
、
高
祖
が
築
い
た
も
の
で
あ

る
。
恵
帝
期
に
、
呂
后
が
こ
こ
に
起
居
し
、
こ
れ
以
後
、
太
后
の

起
居
す
る
宮
城
と
な
っ
た
。
武
帝
期
、
初
め
て
長
楽
衛
尉
竇
甫
と

程
不
識
の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
官
は
武
帝
の
初
期
に
初

め
て
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
長
楽
衛
尉
の
官
に
あ
っ

た
者
に
は
、
昭
帝
期
の
劉
辟
彊
、
昌
邑
王
賀
の
時
の
安
楽
、
宣
帝

期
の
許
舜
と
董
忠
、
成
帝
期
の
史
丹
・
王
宏
・
王
安
・
韋
安
世
、

哀
帝
期
の
王
惲
が
い
る
。
お
そ
ら
く
昭
帝
・
宣
帝
期
以
後
、
長

楽
宮
に
は
常
に
衛
尉
が
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
建
章
衛
尉
は
、

宣
帝
元
康
元
年
（
前
六
五
）
に
置
か
れ
、
元
帝
初
元
三
年
（
前

四
六
）
に
廃
止
さ
れ
た
（
宣
帝
紀
、
元
帝
紀
）。
そ
の
職
に
あ
っ

た
者
に
、
丙
顕
や
金
安
上
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
宣
帝
の
朝
臣
で
あ

る
。
甘
泉
衛
尉
も
初
元
三
年
（
前
四
六
）
に
廃
止
さ
れ
た
が
（
元

帝
紀
）、
し
か
し
史
書
に
衛
尉
を
置
い
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。

こ
の
宮
城
が
置
か
れ
た
の
は
武
帝
期
だ
が
、
何
年
に
宮
衛
が
設
け

ら
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
史
書
に
も
甘
泉
衛
尉
に
任
命
さ

れ
た
者
は
見
え
な
い
（
以
上
、『
三
史
拾
遺
』
巻
二
）。

　
　

� �
考
証　

長
楽
宮
は
秦
の
興
楽
宮
を
基
礎
と
し
て
高
祖
が
築
い
た

宮
城
で
、
漢
が
櫟
陽
か
ら
長
安
に
遷
都
し
て
し
ば
ら
く
は
中
心
的

な
宮
城
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
未
央
宮
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な



二
〇

り
、
恵
帝
期
に
は
皇
帝
は
未
央
宮
、
長
楽
宮
は
皇
太
后
宮
と
し
て

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
建
章
宮
は
武
帝
が
太
初
元
年
（
前

一
〇
四
）
に
長
安
城
の
西
側
、
上
林
苑
内
に
築
い
た
宮
城
で
、
そ

の
規
模
は
未
央
宮
を
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
甘
泉
宮
は
長
安
の
北

西
七
五
キ
ロ
に
あ
る
大
規
模
な
離
宮
で
、
秦
の
離
宮
を
武
帝
が
建

元
年
間
に
拡
張
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
11)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
長
楽
司
馬
の
例
は
、
律
暦
志
上
に
見
え

る
。
長
楽
屯
衛
司
馬
の
例
は
、
馮
野
王
伝
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
は

同
じ
職
で
あ
る
。
長
楽
戸
将
の
例
は
、
儒
林
伝
に
見
え
る
。
建
章

監
の
例
は
、
李
陵
伝
・
衛
青
伝
に
見
え
る
。
こ
れ
は
建
章
衛
尉
と

は
異
な
る
職
で
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

陳
直
は
長
楽
衛
尉
の
属
官
と
し
て
、
懐
寧
柯
氏
所
蔵
の

封
泥
の
「
常
楽
蒼
竜
曲
候
」
を
挙
げ
る
。
常
楽
と
は
王
莽
が
変

え
た
長
楽
宮
の
名
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
王
莽
期
の
も
の
と
す

る
［
陳
直 

一
九
七
九
］。
陳
直
の
挙
げ
る
封
泥
は
確
認
で
き
な
い

が
、
同
文
の
銅
印
が
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
［
孫
慰
祖 

一
九
九
三
］。

〔
引
用
文
献
〕

大
庭
脩　

一
九
八
二
ａ　
「
漢
王
朝
の
支
配
機
構
」『
秦
漢
法
制
史
の
研

究
』、
創
文
社
。

大
庭
脩　

一
九
八
二
ｂ　
「
漢
の
中
郎
将
・
校
尉
と
魏
の
率
善
中
郎
将
・

率
善
校
尉
」、『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』、
創
文
社
。

厳
耕
望　

一
九
九
一
ａ　
「
秦
漢
郎
吏
制
度
考
」、『
厳
耕
望
史
学
論
文

選
集
』、
聯
経
出
版
事
業
公
司
。

厳
耕
望　

一
九
九
一
ｂ　
「
郡
府
組
織
」、『
中
国
地
方
行
政
制
度
史 

甲

部 

秦
漢
地
方
行
政
制
度
』（
三
版
）、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研

究
所
。

佐
原
康
夫　

二
〇
〇
二　
「
漢
代
の
官
衙
と
属
吏
」、『
漢
代
都
市
機
構

の
研
究
』、
汲
古
書
院
。

杉
村
伸
二　

二
〇
〇
一　
「
漢
初
の
郎
官
」、『
史
泉
』
九
四
。

陳
直　

一
九
七
九　
『
漢
書
新
証
』（
第
五
次
校
補
版
）、
天
津
人
民
出

版
社
。

孫
慰
祖　

一
九
九
三　
『
両
漢
官
印
匯
考
』、
大
業
公
司
・
上
海
書
画
出

版
社
連
合
出
版
。

浜
口
重
国　

一
九
六
六
ａ　
「
両
漢
の
中
央
諸
軍
に
就
い
て
」、『
秦
漢

隋
唐
史
の
研
究
』
上
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
。

浜
口
重
国　

一
九
六
六
ｂ　
「
前
漢
の
南
北
軍
に
つ
い
て
」、『
秦
漢
隋

唐
史
の
研
究
』
上
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
。

堀
敏
一　

一
九
八
七　
「
漢
代
の
良
家
に
つ
い
て
」『
中
国
古
代
の
身
分

制
―
良
と
賤
―
』、
汲
古
書
院
。

増
淵
龍
夫　

一
九
九
六　
「
戦
国
官
僚
制
の
一
性
格
」、『
新
版
中
国
古

代
の
社
会
と
国
家
』、
岩
波
書
店
。

山
田
勝
芳　

一
九
九
一　
「
前
漢
謁
者
・
中
書
・
尚
書
考
」、『
集
刊
東

洋
学
』
六
五
。

米
田
健
志　

一
九
九
八　
「
漢
代
の
光
禄
勲
―
特
に
大
夫
を
中
心
と
し



二
一

て
―
」、『
東
洋
史
研
究
』
五
七
―
二
。

羅
福
頤　

一
九
八
七　
『
秦
漢
南
北
朝
官
印
徴
存
』、
文
物
出
版
社
。

労
榦　

一
九
七
六　
「
秦
漢
九
卿
考
」、『
労
榦
学
術
論
文
集
甲
編
』、
藝

文
印
書
館
。




